
“「ME 新潟の会」発足” 
 
 平成 28 年 3 月 26 日（土）に ME 受講生 33 名参加により発足総会を開催しました。 
 
 
 

ME 新潟の会 発足総会   議事次第 

 

                                        場 所  新潟大学駅南キャンパスときめいと 

                                        日 時 3 月 26 日 17：00～18：00     

 

１ 挨拶   丸山 久一インフラ再生技術者育成新潟地域協議会長 

 

２ ME 新潟の会の趣旨説明 

 

３ 規約案の提案・審議 

 

４ 役員の選出   

 

５ 会長挨拶          荒木 ME 新潟の会会長 

 

６ ２８年度活動計画案の提案・審議  若月事務局長 

 

７ その他連絡事項                    若月事務局長 

 

 

 

 

 

 

  



受付状況 総会全景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

丸山協議会長あいさつ 荒木会長あいさつ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

活動計画提示（若月事務局長）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  



ME 新潟の会 平成２８年度活動計画 

 

○清掃活動 

・最終目標は上･中･下越の分散開催ですが、まだメンバーの少ないエリアが

あるので、今年度も新潟で８月の「道路を守る月間」に合わせ実施する。 

 

○第２回防災、第３回構造のＭＥ講座の支援 

・各回とももう少し人数を増やせればよいかと･･･ 

 

○新潟県の市町村管理の公共施設の押しかけ点検 

・三条市または見附市を対象として 

・土曜日開催の方がよいのかもしれません。 

 

○居住地周辺の「ME 新潟点検シート」による構造物点検 

・3 か月間に 1 回程度、各自実施して事務局に提出 

 

○現場見学会 

・289 号に行ったので今年は他の現場を！ 

 

○整備局、県、市、建協主催のイベントでの情報発信 

・来年度地整で橋梁保全会議が開催？されるとの噂があるのですが、ＭＥの

趣旨や活動内容を紹介したパネルを展示し周知活動を実施してみては？ 

・代表者による報文発表 

 

○親善ゴルフコンペ 

・春、秋の２回開催予定 
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